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国
家
指
導
者
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、

知
識
や
選
挙
へ
の
強
さ
、
権
力
闘
争
を
生

き
残
る
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
主
体
に
淘
汰
さ
れ

た
、
い
わ
ゆ
る
優
秀
な
政
治
家
と
い
う
だ

け
で
は
、
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
明
確

な
国
家
観
と
歴
史
観
、
長
期
的
な
視
野
、

人
類
の
理
想
や
正
義
へ
の
信
念
を
持
ち
、

強
固
な
意
志
と
勇
気
な
ど
国
民
の
尊
敬
を

集
め
う
る
人
格
を
伴
っ
た
人
材
を
輩
出

し
、
政
治
経
済
社
会
の
各
分
野
に
提
供
で

き
る
優
れ
た
選
抜
・
育
成
シ
ス
テ
ム
を
国

家
と
し
て
ど
の
よ
う
に
設
定
す
べ
き
か
、

考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
よ
う

な
、
技
術
、
商
業
、
教
育
、
行
政
、
司
法
、

軍
事
に
わ
た
る
2
0
0
校
を
超
え
る
教
育

機
関
を
創
り
上
げ
る
に
は
、
多
く
の
努
力

と
年
月
が
必
要
で
し
ょ
う
。
フ
ラ
ン
ス
は

こ
の
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
を
2
0
0
年
以

上
の
時
間
を
か
け
て
作
り
上
げ
て
い
る
の

で
す
が
、
我
が
国
に
そ
の
よ
う
な
時
間
的

余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
国
民
の
意
識
の
中
で
、

こ
れ
ま
で
の
国
民
に
対
立
す
る
国
家
と
い

う
国
家
観
か
ら
、
国
民
と
と
も
に
あ
る
国

家
と
い
う
国
家
観
へ
の
転
換
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
上
で
、
国
益
を
第
一
と
考
え
る

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
教
育
機
関
を
幅
広
く

整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

⑷　

終
わ
り
に

　

本
提
言
は
第
二
世
代
が
生
き
て
い
る
う

ち
に
な
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
よ
う
な

提
言
を
す
る
理
由
は
次
の
よ
う
な
逸
話
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
昭
和
30
年
5
月
30
日
に
自
由

党
総
裁
だ
っ
た
緒
方
竹
虎
が
「
修
猷
館
創

立
70
周
年
記
念
講
演
」
で
語
っ
た
話
で
す
。

　
「
終
戦
の
直
後
で
あ
り
ま
し
た
が
、
私

が
非
常
に
懇
意
に
し
て
お
り
ま
し
た
米
内

光
政
と
い
う
海
軍
大
将
、
永
い
間
海
軍
大

臣
を
つ
と
め
て
い
た
、
こ
の
米
内
君
が
、

天
皇
陛
下
に
拝
謁
を
い
た
し
ま
し
て
、『
こ

う
い
う
敗
戦
の
結
果
と
致
し
ま
し
て
今

後
、
度
々
拝
謁
す
る
機
会
も
恐
ら
く
は
無

い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
随
っ
て
今
日
は
、

ゆ
っ
く
り
陛
下
の
お
顔
を
拝
み
た
い
と

思
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
敗
戦
に

は
、
わ
れ
わ
れ
、
大
き
な
責
任
を
感
ず
る

の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
敗
戦
の
結
果
、
日

本
の
復
興
と
い
う
も
の
は
、
恐
ら
く
五
十

年
は
か
か
り
ま
し
ょ
う
。
何
と
も
申
し
訳

な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
何
卒
、
ご
了

承
を
お
願
い
致
し
ま
す
』
と
い
う
こ
と
を

申
し
上
げ
た
。
と
こ
ろ
が
陛
下
は
、『
五
十

年
で
日
本
再
建
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
困

難
で
あ
る
と
思
う
。
恐
ら
く
三
百
年
は
か

か
る
で
あ
ろ
う
』」（
山
地
政
美
『
緒
方
竹

虎
総
裁
の
遺
言
』
歴
史
に
学
ぶ
会
叢
書
六
）

　

世
の
中
を
自
分
が
生
き
て
い
る
間
に
責

任
を
も
っ
て
変
革
す
べ
き
と
の
考
え
と
行

動
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し『
百

年
河
清
を
俟
つ
』（
春
秋
左
氏
伝
）
と
い

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
黄
河
の
水
が
清

く
澄
む
の
を
百
年
も
待
ち
続
け
て
も
水
が

澄
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら
素
晴

ら
し
い
こ
と
を
訴
え
て
も
国
民
が
聞
く
耳

を
持
た
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
少
し
長
期
的
視
点
で
考
え

る
こ
と
も
必
要
と
考
え
、
本
提
言
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
長
い
期
間
に

わ
た
り
、
拙
い
本
シ
リ
ー
ズ
を
御
読
み
頂

い
た
読
者
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
長
期
的
な
取
組
み
と
し
て
の
「
教
育

の
充
実
」
が
御
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
が
、
現
義
務
教
育
の
実
情
把
握
が
不

十
分
の
た
め
、
祖
国
愛
を
育
む
「
日
本
史

教
育
の
充
実
」
等
に
言
及
し
な
か
っ
た
こ

と
は
今
後
の
私
共
の
課
題
で
あ
り
、
皆
様

に
御
詫
び
致
し
ま
す
。	

（
完
）

学
制
改
革
と
軍
隊
教
育

　

維
新
以
来
の
近
代
化
の
牽
引
車
の
両
輪

は
学
校
教
育
と
軍
隊
教
育
で
し
た
。
全
国

各
地
に
義
務
教
育
学
校
と
そ
れ
に
支
え
ら

れ
た
中
等
教
育
機
関
、
高
等
教
育
機
関
が

あ
り
ま
し
た
。
陸
軍
の
一
般
教
育
と
海
軍

の
技
術
教
育
は
義
務
教
育
の
補
完
機
能
を

も
ち
、
軍
隊
教
育
を
受
け
た
人
た
ち
が
社

会
の
近
代
化
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
軍

隊
と
学
校
は
、
文
明
と
文
化
の
配
電
盤
と

言
う
べ
き
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
す
。

　

必
任
義
務
の
徴
兵
制
を
採
っ
た
陸
軍

は
、
国
民
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
し
た
。
社

会
の
縮
図
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。
軍

隊
の
各
種
制
度
を
考
え
る
と
き
に
は
、
社

会
の
教
育
状
況
の
変
化
、
制
度
の
改
定
な

ど
も
考
慮
に
い
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
今
回
は
、
主
に
戦
前
教
育
制
度
の
大

変
革
が
あ
っ
た
大
正
時
代
の
前
期
の
社

会
、
陸
軍
衛
生
部
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

日
露
争
戦
後
の
学
校
制
度

　

日
露
戦
争
後
か
ら
大
正
に
か
け
て
大
き

陸
軍
史
の
窓
か
ら
（
第
24
回
）

陸
軍
衛
生
制
度
史（
後
段
・
中
）

荒
木　

肇
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く
拡
充
さ
れ
た
の
は
「
実
業
専
門
学
校
」

で
し
た
。

　

1
9
0
8
（
明
治
41
）
年
現
在
、
官
立

高
等
教
育
機
関
は
3
個
帝
国
大
学
（
東
京
、

京
都
、
東
北
）、
高
等
学
校
は
8
校
（
第

1
か
ら
第
8
ま
で
）、
5
校
の
医
学
専
門

学
校
（
仙
台
、千
葉
、金
沢
、岡
山
、長
崎
）、

特
殊
な
専
門
学
校
が
3
校
（
東
京
美
術
、

同
音
楽
、
同
外
国
語
）、
5
校
の
高
等
工

業
（
東
京
、
大
阪
、
京
都
高
等
工
芸
、
名

古
屋
、熊
本
）、4
校
の
高
等
商
業
（
東
京
、

神
戸
、
山
口
、
長
崎
）、
4
校
の
高
等
農

林
（
札
幌
、
東
京
帝
大
農
科
大
学
実
科
、

盛
岡
、
鹿
児
島
）、
そ
し
て
高
等
師
範
学

校
が
4
校
（
東
京
、
東
京
女
子
、
広
島
、

奈
良
女
子
）
と
い
う
も
の
で
す
。
い
ず
れ

も
大
東
亜
戦
後
の
学
制
改
革
で
も
、
す
べ

て
有
名
国
立
大
学
や
そ
の
一
部
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

高
等
工
業
、
同
商
業
、
同
農
林
が
実
業

専
門
学
校
に
あ
た
り
ま
す
が
、
高
等
工
業

は
1
9
0
1
（
明
治
34
）
年
か
ら
1
9
0 

6
（
明
治
39
）
年
ま
で
に
、
高
等
商
業
は

1
9
0
2
（
明
治
35
）
年
か
ら
1
9
0
5

（
明
治
38
）
年
に
か
け
て
、
高
等
農
林
は

1
8
9
8
（
明
治
31
）
年
か
ら
1
9
0
8

（
明
治
41
）
年
ま
で
に
創
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
学
専
門
学
校
は
ど
れ
も
が
1
9
0 

1
（
明
治
34
）
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
も
ち
ろ
ん
商
工

業
の
発
達
や
国
民
生
活
の
向
上
が
あ
り
、

国
民
の
進
学
意
欲
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
高
等
学
校
が
帝
国
大
学

へ
の
進
学
者
の
た
め
の
全
く
の
予
備
機
関

と
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
卒
業
者
は
1
9
0
0
（
明
治
33
）

年
を
起
点
と
す
れ
ば
、
34
年
に
は
3
・
8

倍
、
38
年
に
は
5・9
倍
、
1
9
0
9
（
明

治
42
）
年
に
は
6
・
6
倍
と
急
増
し
て
い

ま
す
。
実
数
で
は
2
5
0
0
人
か
ら
1
万 

6
0
0
0
人
に
増
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
多
く
が
さ
ら
に
上
級
学
校
に
進

も
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

■
戦
前
の
中
等
学
校

　

大
東
亜
戦
後
大
改
革
以
前
の
中
等
教
育

に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
、
実
業
学
校
、

尋
常
師
範
学
校
と
い
う
4
種
の
学
校
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
と
高
等
教
育
機
関
の

接
続
関
係
は
次
の
通
り
で
す
。

　

①
中
学
か
ら
高
校
、
専
門
学
校
、
実
業

専
門
学
校
へ
、
②
高
等
女
学
校
か
ら
女
子

専
門
学
校
へ
、
③
実
業
学
校
か
ら
実
業
専

門
学
校
へ
、
④
尋
常
師
範
学
校
か
ら
高
等

師
範
学
校
へ
と
い
う
も
の
で
し
た
。
現
在

の
よ
う
に
小
・
中
・
高
・
大
と
い
う
単
線

型
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ォ
ー
ク
型
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
農
業
学
校
か
ら
は
ご
く

少
な
い
例
外
を
除
い
て
高
等
農
林
以
外
に

進
め
ま
せ
ん
。
大
学
の
農
学
部
に
進
み
た

い
な
ら
中
学
か
ら
高
等
学
校
へ
進
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
工
業
、
商
業
も
事
情
は
同

じ
で
す
。
工
業
学
校
か
ら
は
高
等
工
業
だ

け
が
進
学
先
で
し
た
し
、
師
範
学
校
の
卒

業
生
は
高
等
師
範
に
進
む
の
が
普
通
で
し

た
。

　

た
だ
し
、
大
正
中
期
以
降
に
な
る
と
高

等
商
業
の
上
に
は
商
科
大
学
な
ど
の
単
科

大
学
が
で
き
ま
す
。

　

帝
国
大
学
を
頂
点
に
し
た
「
富
士
山
型
」

で
は
な
く
、「
八
ヶ
岳
型
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
な
各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成

学
校
が
生
ま
れ
て
、
単
線
型
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
形
に
な
り
ま
し
た
。

■
人
気
が
あ
っ
た
実
業
専
門
学
校

　

で
は
、
文
部
省
年
報
か
ら
中
学
校
卒
業

生
の
進
路
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
1
9
0
9

（
明
治
42
）
年
に
は
、
卒
業
生
は
全
国
で
約

1
万
6
0
0
0
人
、
う
ち
進
学
者
は
33
％

（
高
校
8
％
、
専
門
・
実
業
専
門
25
％
）、

就
業
26
％
、
軍
関
係
5
％
、
未
定
等
36
％

で
あ
り
、
未
定
の
多
く
は
「
浪
人
」
と
思

わ
れ
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
現
役
生
と

ほ
ぼ
同
数
の
浪
人
が
入
学
し
て
い
ま
す
。

明
治
の
末
か
ら
入
学
生
の
中
に
現
役
、
浪

人
と
い
う
区
別
が
で
き
ま
し
た
。
進
学
競

争
の
始
ま
り
で
す
。
軍
関
係
と
は
海
軍
兵

学
校
・
機
関
学
校
、
陸
軍
士
官
候
補
生
・

経
理
学
校
（
明
治
38
年
か
ら
大
正
10
年
ま

で
）
へ
と
入
校
、
入
隊
し
た
人
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
あ
わ
せ
て
8
0
0

人
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
競
争
倍
率
か
ら

も
当
時
の
人
気
レ
ベ
ル
が
見
え
て
き
ま
す
。

明
治
37
年
度
の
数
字
で
す
が
、
高
等
学
校

2・6
倍
、
官
立
医
学
専
門
学
校
2・5
倍
、

公
立
前
同
2
・
9
倍
、
官
立
高
等
工
業

3
・
7
倍
、
同
商
業
学
校
3
・
8
倍
、
同

農
林
4
・
0
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
業

専
門
の
人
気
が
分
か
る
数
字
で
す
。

　

中
学
卒
業
後
に
3
年
の
高
等
学
校
、
そ

の
後
3
年
も
し
く
は
4
年
の
大
学
を
卒
業

す
る
よ
り
も
、
3
年
か
ら
4
年
で
修
業
が

終
わ
り
、
社
会
で
も
評
価
さ
れ
、
相
応
の

地
位
が
与
え
ら
れ
る
実
業
専
門
に
志
望
者

は
集
ま
り
ま
し
た
。

■
医
師
免
許
制
度
の
改
正

　

1
9
0
5
（
明
治
38
）
年
に
は
医
師
免

許
規
則
の
改
正
が
あ
り
、
官
公
立
医
学
校

卒
業
生
（
公
立
は
京
都
府
立
、
愛
知
県
立
、

大
阪
府
立
の
3
校
）
の
他
、
文
部
大
臣
が

指
定
し
た
私
立
医
学
専
門
学
校
卒
業
生
に

も
無
試
験
で
医
師
開
業
免
状
が
交
付
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
私
立
で
は
東
京
の

慈
恵
医
院
医
学
専
門
学
校
（
明
治
36
年
創

立
・
後
の
慈
恵
会
医
科
大
学
）
と
熊
本
医

学
専
門
学
校
（
明
治
37
年
創
立
・
後
に
熊
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本
大
学
医
学
部
）
の
2
校
で
し
た
。
さ
ら

に
1
9
1
2
（
明
治
45
）
年
に
は
東
京
女

子
医
学
専
門
学
校
（
現
東
京
女
子
医
大
）、

日
本
医
学
専
門
学
校
（
現
日
本
医
科
大
学
）

の
私
立
2
校
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

■
京
都
帝
国
大
学
創
設

　

1
8
9
7
（
明
治
30
）
年
6
月
、
懸
案

だ
っ
た
西
の
帝
国
大
学
、
京
都
帝
国
大
学

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
法
科
・
医
科
・
文

科
・
理
工
科
の
4
分
科
大
学
を
置
き
ま
し

た
。
理
工
科
大
学
が
理
科
大
学
と
工
科
大

学
に
な
る
の
は
1
9
1
4
（
大
正
3
）
年

の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、大
正
8
年
に
「
帝

国
大
学
令
」
が
改
正
さ
れ
て
学
部
制
に
な

り
、
経
済
学
部
が
新
設
さ
れ
て
6
学
部
に

な
り
ま
し
た
。

　

仙
台
の
東
北
帝
国
大
学
は
少
し
複
雑
な

歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
1
9
0
7

（
明
治
40
）
年
に
札
幌
農
学
校
が
農
科
大

学
と
し
て
開
設
し
、
1
9
1
1
（
明
治

44
）
年
に
仙
台
に
理
科
大
学
が
置
か
れ
、

医
科
大
学
の
開
校
は
1
9
1
5
（
大
正

4
）
年
に
な
り
ま
し
た
。
1
9
1
8
（
大

正
7
）
年
に
北
海
道
帝
国
大
学
が
設
置
さ

れ
、
農
科
大
学
は
分
離
さ
れ
ま
す
。
翌
年

に
理
学
部
・
医
学
部
、
つ
い
で
工
学
部
が

開
設
、
1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
に
法
文

学
部
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

東
京
と
京
都
の
2
帝
大
の
規
模
の
違
い

が
分
か
る
の
で
入
学
者
数
を
比
べ
て
み
ま

す
。
1
9
0
1
（
明
治
34
）
年
か
ら
1
9 

0
9
（
明
治
42
）
年
ま
で
の
医
科
大
学
へ

の
入
学
者
数
で
す
。
東
京
帝
大
が
6
4
3

名
、
京
都
帝
大
は
3
5
6
名
で
あ
り
、
京

大
は
東
大
の
約
55
％
で
し
た
。
京
都
大
学

の
規
模
は
、
東
京
大
学
の
お
よ
そ
3
分
の

2
と
計
画
さ
れ
た
通
り
で
す
。
の
ち
に
軍

医
官
の
学
閥
が
い
わ
れ
、
東
大
閥
と
京
大

閥
の
争
い
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
が
（
額

田
坦
『
陸
軍
省
人
事
局
長
の
回
想
』
1
9 

7
7
年
、
芙
蓉
書
房
）、
京
大
出
が
佐
官

級
軍
医
に
な
っ
た
の
は
大
正
時
代
後
期
に

な
り
ま
す
。

■
軍
医
学
校
の
制
度
改
正

　
「
陸
軍
軍
醫
學
校
條
例
」
が
1
9
0
8

（
明
治
43
）
年
3
月
3
日
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
同
年
11
月
に
「
一
般
患
者
の
診
療

ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
」（
た
だ
し
患
者
は
軍

人
、
軍
属
及
び
そ
の
家
族
の
み
で
義
用
は

自
弁
）
と
い
う
項
が
加
わ
り
ま
し
た
が
、
1 

9
2
2
（
大
正
11
）
年
ま
で
、
こ
の
條
令

の
内
容
ど
お
り
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

学
生
の
教
育
綱
領
は
陸
軍
省
医
務
局
長
が

大
臣
の
認
可
を
受
け
て
定
め
る
こ
と
、
職

員
は
校
長
、
副
官
、
教
官
、
主
計
（
以
上

は
高
等
武
官
）、
下
士
と
判
任
文
官
と
い

う
こ
と
。
入
校
す
る
学
生
に
は
3
つ
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、1
つ
は
衛
生
部
士
官
（
軍

医
・
薬
剤
）
で
あ
る
普
通
学
生
で
し
た
。

ま
た
専
攻
学
生
と
い
う
普
通
学
生
中
で
優

秀
な
者
、
あ
る
い
は
選
抜
さ
れ
た
学
生
で

帝
国
大
学
医
科
大
学
（
当
時
は
学
部
と
い

わ
ず
分
科
大
学
で
し
た
。
だ
か
ら
、
東
大

や
京
大
の
ト
ッ
プ
は
学
長
で
は
な
く
総
長

で
す
）、
も
し
く
は
伝
染
病
研
究
所
へ
派

遣
さ
れ
る
資
格
を
も
つ
士
官
も
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
上
長
官
（
佐
官
で
あ
る
軍
医

正
・
薬
剤
正
）
学
生
で
し
た
。

　

普
通
学
生
の
在
校
期
間
は
約
6
か
月
、

専
攻
学
生
は
同
4
か
月
（
明
治
43
年
に
6

か
月
に
変
更
、
た
だ
し
帝
大
や
伝
研
に
派

遣
者
は
約
1
年
）、
上
長
官
学
生
は
同
4

か
月
で
し
た
。
学
生
の
人
員
、
入
校
期
日

は
陸
軍
大
臣
が
告
達
し
、
師
団
長
は
師
団

軍
医
部
長
に
学
生
た
る
べ
き
者
を
選
定
さ

せ
ま
す
。
学
生
が
練
習
（
修
学
）
を
終
え

る
と
原
所
管
部
隊
に
復
帰
し
、
成
績
は
陸

軍
省
医
務
局
長
に
報
告
さ
れ
、
師
団
長
か

ら
師
団
軍
医
部
長
に
通
達
さ
れ
ま
し
た
。

■
教
育
綱
領

　

軍
医
の
学
ぶ
べ
き
科
目
は
い
ず
れ
も
軍

陣
を
冠
し
た
衛
生
学
・
防
疫
学
・
外
科
学
・

内
科
学
と
、選
兵
医
学
、戦
術
学・地
形
学
、

野
戦
衛
生
勤
務
学
、
国
際
法
大
意
附
赤
十

字
条
約
で
し
た
。
薬
剤
官
は
同
じ
く
軍
陣

を
冠
し
た
調
剤
学
・
衛
生
化
学
・
製
剤
学

と
比
較
薬
局
方
学
、
医
科
器
械
学
、
国
際

法
大
意
附
赤
十
字
条
約
に
な
り
ま
す
。
薬

剤
官
に
つ
い
て
は
、
更
に
「
場
合
ニ
依
リ

外
国
語
ヲ
研
究
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と

も
あ
り
ま
す
。

　

普
通
学
生
は
医
官
も
薬
剤
官
も
、
そ
れ

ぞ
れ
全
科
目
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
衛
生
部
士
官
と
し
て
の
基
礎
教
育

に
あ
た
り
ま
す
。
専
攻
学
生
は
1
科
目
に

つ
い
て
更
に
課
題
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
特
に
そ
れ
を
指
定
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
1
科
目
に
つ
い
て
「
練
習
」
す
る
こ

と
も
あ
り
、
派
遣
学
生
に
つ
い
て
も
同
じ

で
自
主
性
尊
重
と
い
う
気
分
が
あ
り
ま
し

た
。
上
長
官
学
生
も
全
科
目
、
数
科
目
、

1
科
目
を
自
由
に
選
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
の
学
生
数
は
、
1
9
0
9
（
明

治
42
）
年
2
月
1
日
現
在
で
は
、
上
長
官

陸軍軍医学校全景　大正 5年
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学
生
15
名
、
普
通
学
生
1
等
軍
医
（
大
尉

相
当
官
）
以
下
68
名
（
専
攻
学
生
22
名
を

含
む
）
で
し
た
。
教
授
課
目
で
は
上
長
官

学
生
の
科
目
の
1
つ
で
あ
る
「
選
兵
医
学
」

に
つ
い
て
は
眼
科
・
皮
膚
科
・
耳
鼻
科
と

細
分
さ
れ
、「
エ
ッ
キ
ス
光
線
学
」
が
あ

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
普
通
学
生
の

選
兵
医
学
は
眼
科
・
皮
膚
科
・
耳
科
・
法

医
学
と
分
け
ら
れ
、
口
腔
外
科
学
と
精
神

病
学
が
加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。「
レ
ン
ト

ゲ
ン
放
線
器
械
」
は
明
治
31
年
に
輸
入
さ

れ
ま
し
た
が
、「
エ
ッ
キ
ス
線
の
講
座
」

は
こ
の
と
き
が
始
ま
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
当
時
の
帝
大
医
学
部
に
も
講

座
が
な
く
、
わ
が
国
最
初
の
開
講
で
し
た
。

■
教
育
細
則
に
み
る
週
時
間
配
当

　

普
通
学
生
に
与
え
る
教
育
科
目
と
週
配

当
時
間
は
、
す
べ
て
軍
陣
を
冠
す
る
衛
生

学
9
時
間
、
防
疫
学
7
同
、
外
科
学
6
・

5
同
、
内
科
学
5
同
、
そ
し
て
選
兵
医
学

7
時
間
、
戦
術
学
・
地
形
学
1
・
5
同
、

野
戦
衛
生
勤
務
学
1
・
5
同
、
国
際
法
及

び
赤
十
字
條
約
1
・
5
同
と
な
っ
て
い
ま

す
。
週
の
合
計
時
間
は
39
時
間
に
な
り
、

選
兵
医
学
が
約
18
％
を
占
め
て
防
疫
学
と

並
ぶ
重
視
ぶ
り
で
す
。

　

毎
年
行
わ
れ
る
徴
兵
検
査
は
、
師
団
管

区
ご
と
に
師
団
長
が
徴
兵
官
と
な
り
、
各

聯
隊
区
司
令
部
が
運
営
の
中
心
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
検
査
会
場
に
は
徴
兵
医
官
・

副
医
官
と
し
て
軍
医
官
が
臨
場
し
て
い
ま

す
。
師
団
司
令
部
所
在
地
の
衛
戍
病
院
や
、

各
部
隊
付
か
ら
も
臨
時
勤
務
で
出
張
し
た

の
で
す
が
、
人
員
が
不
足
し
民
間
医
師
へ

の
委
託
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
学
校
制
度
の
大
改
革

　

一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
学
制
に
関
す

る
話
題
の
1
つ
が
、
大
正
半
ば
の
「
臨
時

教
育
会
議
」
の
存
在
で
す
。
第
1
次
世
界

大
戦
を
契
機
に
大
き
く
社
会
が
変
わ
り
ま

し
た
。
19
世
紀
的
な
伝
統
が
失
わ
れ
、
社

会
主
義
が
流
行
し
、
資
本
主
義
の
行
き
詰

ま
り
が
言
わ
れ
、前
回
で
ご
紹
介
し
た
「
無

規
範（
ア
ノ
ミ
ー
）社
会
」の
現
出
で
し
た
。

　

臨
時
教
育
会
議
は
、
そ
れ
ら
に
対
応
す

べ
く
1
9
1
7
（
大
正
6
）
年
9
月
に
寺

内
内
閣
が
設
け
た
教
育
諮
問
機
関
で
す
。

そ
こ
で
は
小
学
教
育
3
回
、
高
等
普
通
教

育
2
回
、
大
学
教
育
と
専
門
教
育
・
師
範

教
育
・
視
学
制
度
・
女
子
教
育
・
実
業
教
育
・

通
俗
教
育
と
学
位
制
度
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
1
回
ず
つ
答
申
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
兵
式
体
操
振
興
」
と
「
国
体
明
徴

思
想
の
高
揚
」
な
ど
に
関
す
る
要
望
の
2

建
議
も
上
申
し
ま
す
。

　

高
等
教
育
に
つ
い
て
の
み
詳
し
く
ふ
れ

ま
す
が
、
エ
リ
ー
ト
養
成
の
年
限
短
縮
を

図
っ
た
「
七
年
制
高
等
学
校
制
度
」
が
勧

告
さ
れ
、
大
学
に
つ
い
て
は
総
合
制
を
原

則
と
し
つ
つ
単
科
制
も
認
め
、
私
立
及
び

公
立
の
大
学
を
官
立
大
学
と
並
ん
で
認
め

る
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
年
制
高
等
学
校
と
は
、
尋
常
科
4
年
、

高
等
科
3
年
で
大
学
進
学
資
格
を
得
る
新

し
い
タ
イ
プ
の
学
校
で
し
た
。
ド
イ
ツ
の

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
や
フ
ラ
ン
ス
の
リ
セ
ー
な

ど
が
参
考
に
さ
れ
ま
し
た
。1
9
1
8（
大

正
7
）
年
12
月
に
公
布
さ
れ
た
高
等
学
校

令
に
よ
っ
て
成
立
し
ま
す
。
な
お
、
高
等

科
だ
け
を
置
く
高
等
学
校
も
並
存
さ
れ
、

高
等
科
に
は
中
学
4
年
修
了
で
も
進
学
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る

「
四
修
（
よ
ん
し
ゅ
う
）」
の
言
葉
の
始
ま

り
で
す
。
ま
た
、
官
立
だ
け
で
は
な
く
公

立
・
私
立
の
七
年
制
高
等
学
校
も
認
可
さ

れ
ま
し
た
。
東
京
府
に
開
設
さ
れ
た
武
蔵
、

成
蹊
、
成
城
と
、
神
戸
市
に
開
校
し
た
甲

南
の
各
私
立
高
等
学
校
が
始
ま
り
で
し

た
。
公
立
は
東
京
府
立
高
校
の
み
で
す
。

■
四
修
と
軍
学
校

　

1
8
8
7
（
明
治
20
）
年
6
月
に
陸
軍

幼
年
学
校
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
の
士

官
生
徒
制
度
が
士
官
候
補
生
制
度
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。
士
官
候
補
生
は
主
に
中
学

5
年
の
卒
業
者
を
採
用
し
、
1
年
間
の
隊

付
生
活
の
後
に
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
へ
送

る
制
度
で
し
た
。
そ
こ
で
地
方
幼
年
学
校

卒
業
者
と
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
て
、
そ
の

後
に
士
官
学
校
へ
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
隊
付
で
は
1
等
卒
、
上
等
兵
、
伍
長

と
階
級
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
制

度
を
参
考
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
正
の
学
制
改
革
で
は
中
学
校
4

年
修
了
で
高
等
教
育
機
関
に
進
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
中
央
幼
年

学
校
の
課
程
を
2
年
間
の
陸
軍
士
官
学
校

予
科
に
改
め
ま
す
。
そ
の
後
、
士
官
候
補

生
と
し
て
の
6
か
月
の
隊
付
教
育
の
後
に

1
年
10
か
月
の
本
科
へ
入
校
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
予
科
の
教
育
内
容
は
、
高

等
学
校
理
科
（
3
年
制
）
の
2
年
間
と
ほ

ぼ
同
等
の
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、「
大
学
令
」
も
改
正
さ
れ
、
高

等
学
校
も
専
門
学
校
、
高
等
専
門
学
校
も

中
等
教
育
と
同
じ
く
、
春
4
月
か
ら
新
学

年
が
始
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
7
月
に
卒
業
し
、
9
月
か
ら
入
学
、

新
学
年
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
明
治
の
初
め
か
ら
の
伝
統
が
変
わ
り

ま
し
た
。

　

海
軍
兵
学
校
、
機
関
学
校
、
経
理
学
校

で
は
予
科
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

お
か
げ
で
四
修
入
学
し
た
秀
才
は
、
未
修

の
中
学
校
5
年
の
内
容
が
教
え
て
も
ら
え

ず
、
学
業
面
で
苦
労
を
し
た
と
い
う
思
い

出
話
が
あ
り
ま
す
。
陸
軍
で
は
そ
う
し
た



　 （　　）62（偕行　令和 8 年 3・4 月号）

話
は
な
く
、
予
科
2
年
間
で
中
学
5
年
生

の
内
容
に
加
え
て
高
等
学
校
生
2
年
の
内

容
を
与
え
ら
れ
て
も
十
分
耐
え
る
こ
と
が

で
き
た
お
か
げ
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

■
増
師
計
画
と
衛
生
部

　

さ
て
、
日
露
戦
争
後
に
ロ
シ
ア
の
リ

タ
ー
ン
・
マ
ッ
チ
を
恐
れ
た
陸
軍
は
、
平

時
25
個
師
団
・
戦
時
50
個
師
団
の
体
制
を

決
定
し
ま
す
。
人
事
計
画
の
担
当
者
は
、

ど
ん
な
時
代
、
組
織
で
も
た
い
へ
ん
苦
労

す
る
の
が
当
た
り
前
で
す
。
陸
軍
省
軍
事

課
で
は
、1
9
0
7
（
明
治
40
）
年
に
「
軍

備
充
実
ニ
関
ス
ル
士
官
候
補
生
採
用
人
員

予
定
決
定
表
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
明
治

39
年
か
ら
15
年
間
に
わ
た
る
計
画
を
立
て

て
、
損
耗
分
も
考
慮
し
、
年
度
ご
と
の
採

用
数
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
40
年
か
ら
の
6
年
間
で
、
毎
年
7
8
3

名
の
採
用
を
算
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
9
1
3
（
大
正
2
）
年
度
の
数
字
が

残
っ
て
い
ま
す
（
加
登
川
幸
太
郎
『
三
八

式
歩
兵
銃
』
1
9
7
5
年
、
白
金
書
房
）。

各
隊
入
隊
の
士
官
候
補
生
の
合
計
が
5
1 

6
名
、
中
央
幼
年
学
校
卒
業
見
込
者
が
2 

6
7
名
で
合
計
が
7
8
3
名
で
す
。
兵
科

別
の
内
訳
は
歩
兵
4
6
3
名
（
59
％
）、
騎

兵
55
名
（
7
％
）、
野
山
砲
兵
1
4
2
名

（
18
％
）、
重
砲
兵
29
名
（
4
％
）、
工
兵

46
名
（
6
％
）、
輜
重
兵
46
名
（
6
％
）
と

な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
計
画
が
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
。
世
界
大
戦
バ
ブ
ル
と
い
う
か
、

経
済
の
好
況
が
い
っ
と
き
あ
り
ま
し
た

が
、
軍
備
増
強
は
計
画
通
り
に
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
年
の
9
月
、「
士
官
候

補
生
召
募
人
員
減
少
ノ
件
」
と
い
う
通
牒

が
出
ま
す
。
大
正
3
年
に
は
採
用
人
員
も

5
7
4
名
に
減
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

で
は
19
個
師
団
か
ら
25
個
師
団
へ
の
増

強
は
人
事
的
に
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
。
6
個
師
団
分
で
歩
兵
聯
隊
は
24
個
、

平
時
の
医
官
定
員
は
聯
隊
ご
と
に
4
名
で

す
か
ら
96
名
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
1
等

か
ら
4
等
ま
で
区
分
さ
れ
た
衛
戍
病
院
は

師
団
ご
と
に
6
個
と
考
え
て
も
36
箇
所
に

な
り
ま
す
。
規
模
の
違
い
は
あ
っ
て
も
1

病
院
に
4
人
と
し
て
約
1
5
0
人
は
必
要

で
し
ょ
う
。
大
き
な
養
成
計
画
の
変
化
が

あ
り
そ
う
で
す
。
兵
科
候
補
生
と
同
じ
よ

う
に
大
量
採
用
、
そ
の
後
の
減
員
が
起
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

直
接
の
資
料
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
が
、

1
9
1
0
（
明
治
43
）
年
に
召
集
さ
れ
た

「
軍
醫
學
生
1
6
1
名
、
薬
剤
官
学
生
22

名
」
と
い
う
数
字
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

軍
醫
學
生
の
普
通
、
専
攻
の
区
別
が
書
か

れ
て
い
ま
せ
ん
。
翌
年
は
普
通
学
生
96
名
、

専
攻
学
生
75
名
、
薬
剤
官
学
生
1
名
で
あ

り
、
合
計
は
1
7
2
名
で
す
。
そ
れ
が

1
9
1
3
（
大
正
2
）
年
に
な
る
と
「
軍

医
学
生
若
干
名
」
と
ひ
ど
く
簡
単
な
記
述

に
な
り
ま
す
。
ど
う
や
ら
、
平
時
の
軍
医
、

薬
剤
官
の
大
増
員
も
い
っ
と
き
の
こ
と
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

■
磨
工
卒
の
誕
生

　

1
9
1
5（
大
正
4
）年
に
磨
工
卒（
ま

こ
う
そ
つ
）
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
で
衛

生
部
卒
に
は
、
上
等
・
1
・
2
等
看
護
卒

と
上
等
・
1
・
2
等
磨
工
卒
と
補
助
看
護

卒
が
揃
い
ま
し
た
。
磨
工
卒
は
隊
附
看
護

卒
と
異
な
り
衛
戍
病
院
に
勤
務
し
ま
す
。

徴
兵
検
査
で
磨
工
卒
に
指
名
さ
れ
、
第
1

期
の
基
本
教
育
を
軍
隊
で
受
け
て
か
ら
衛

戍
病
院
に
復
帰
し
ま
す
。
病
院
で
の
教
育

順
次
表
に
よ
る
と
、
教
育
内
容
は
器
械
用

材
料
、
医
療
器
械
ノ
名
称
及
解
説
、
器
械

研
磨
法
、
器
械
修
理
法
、
鍍
金
（
め
っ
き
）

法
、
鑞
著
（
ろ
う
ち
ょ
）
法
、
塗
料
用
法
、

鍛
造
法
、
整
作
法
、
天
幕
建
設
法
、
戦
用

材
料
格
納
保
全
方
法
、
梱
包
法
と
あ
り
ま

す
。
病
院
で
使
わ
れ
る
金
属
製
品
、
手
術

用
具
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
品
な
ど
の
手
入
れ

や
保
管
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

下
士
は
1
等
（
曹
長
相
当
）
2
等
（
軍

曹
同
）3
等（
伍
長
同
）磨
工
長
と
い
わ
れ
、

准
士
官
の
上
等
磨
工
長
は
1
9
2
0
（
大

正
9
）
年
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
対

し
て
上
等
看
護
長
は
1
9
0
9
（
明
治

42
）
年
か
ら
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

後
、
1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
に
は
看
護

官（
士
官
）が
新
設
さ
れ
ま
す
。
1
等（
大

尉
相
当
）
か
ら
2
・
3
等
（
中
・
少
尉
）

で
看
護
長
・
磨
工
長
か
ら
進
級
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
磨
工
卒
は
1
9
3
3
（
昭
和

8
）
年
の
階
級
呼
称
の
変
更
で
、「
下
士

は
下
士
官
」「
看
護
卒
は
看
護
兵
」「
磨
工

卒
は
磨
工
兵
」「
補
助
看
護
卒
は
補
助
看

護
兵
」
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
磨
工
下
士

官
は
1
9
3
7
（
昭
和
12
）
年
の
勅
令
で

療
工
准
尉
、
同
曹
長
、
同
軍
曹
、
同
伍
長

と
さ
れ
ま
し
た
。
進
級
先
は
衛
生
少
尉
で

同
大
尉
ま
で
進
め
ま
す
。
1
9
4
2
（
昭

和
17
）
年
に
は
最
高
階
級
が
衛
生
少
佐
に

な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
大
正
後
期
の
軍
縮
期
、
昭
和

戦
前
期
と
支
那
事
変
（
1
9
3
7
年
）
以

後
の
大
動
員
を
背
景
と
し
た
衛
生
部
の
状

況
を
ご
紹
介
し
て
、
長
い
物
語
を
終
え
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

大正時代の軍医




